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八王子の交通の概況
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○市外や隣県の主要都市を連絡する広域交通の要衝地 

JR八高線 

JR中央線 

京王線 

JR横浜線 
京王相模原線 

鉄道は．．． 
・JR中央線、京王線で都心まで４０
分のぞみが止まる新横浜まで４５分 
・川越、高崎方面とも八高線で直結 

道路は．．． 
・中央道や圏央道で都心方面や 
長野・名古屋、新潟方面等へアク 
セス可能 
・国道２０号と１６号が市内で交差 

圏央道 

中央道 

多摩都市 
モノレール 

※黒実線は整備済、黒点線は計画中、赤実線は事業中を示す。 

 １．八王子市の交通の概況 
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■平成10-20年 代表交通手段構成比 

〇東京都全体の鉄道利用の割合が約42%であるのに対し本 
 市は約27%と低い 
〇自動車利用は東京都全体が約14%であるのに対し本市は 
 約32%と高い →自動車の依存度が高い。 
〇自転車利用は東京都全体では約15%であるのに対し本市 
 は約11%とやや低い。 

 代表交通手段（市全域） 
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（参考）町丁目別の通勤通学時の利用交通機関（Ｈ22国勢調査） 

【鉄道】 【路線バス】 

【自動車】 【自転車】 

○鉄道は中央地域や東部地域など南側の地域で、路線バスは鉄道駅よ
りやや離れた地域で、自動車は北部地域等さらに離れた地域で高い。 

○自転車は傾斜度が低い中央地域や西部地域２等で高い。 
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■ゾーン別代表交通手段構成比 
○鉄道利用は平成10年から20年にかけ

て市全域で1.2倍増加し、全ての地域
で増加。 

○特に東南部地域（八王子みなみ野駅
周辺）、東部地域（南大沢駅周辺）で増
加が顕著。 

○自動車（自ら運転）利用は0.8倍に減少
し、全ての地域で減少。 

○自動車（同乗）は西部地域１・２や西南
部地域で１割を超えている。 
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■平成10-20年 市内発生集中量の増減 

資料：東京都市圏パーソントリップ調査 
資料：東京都市圏パーソントリップ調査 

 ゾーン別代表交通手段 
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■年齢別外出率（市） 

◆外出動向 

■年齢別１人当り移動回数 

○高齢者の外出率、移動回数が増加 
○若者（20～30代）で外出率が変化しないが、移動回数が減少 

増加 増加 

減少 

 年齢別の交通機関利用動向 
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・自転車の利用は比較的平地間で活発 

・八王子市街地～日野市、 

 南大沢～多摩市、町田市の隣接市間移動も多い 

 

●自転車はどこを走っているのか？） 

自転車ＯＤ調査（代表交通手段、東京都市圏ＰＴ調査・Ｈ20 ） 
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◆交通機関利用動向 ○高齢者の外出率、移動回数が増加 
○高齢者の運転増加と若者（特に20代）の車離れ 

【全手段】 【自動車】 

【路線バス】 【自転車】 

◆高齢者の移動環境の充実（自動車、バス、自転車、歩行） 
◆高齢者の自転車や自動車運転などによる事故の防止、安全面への配慮 
◆バスを生活の足として利用する高齢者の移動手段の確保 

 年齢別の交通機関利用動向 
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2.八王子交通マスタープラン
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八王子ビジョン2022 
（基本構想・基本計画） 

八王子市交通マスタープラン 

自転車利用環境整備計画 

●計画の位置づけ 

 ２．八王子市交通マスタープランについて 

都市計画マスタープラン 交通安全計画 
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都市計画マスタープラン「拠点・ネットワーク型都市構造」 
 

各地域の特性に応じた

日常生活を支える都市

機能の集積を図りつつ、

それぞれが役割を補完

し合う拠点連携 

中核都市としての活力

と魅力を高めるため、

広域的都市機能の強化 路 線 バ ス

網の充実 

都市活動や日常生

活に必要な施設・サ

ービスの集積 

自家用車に過

度に頼らない

交通環境 

【将来の都市構造のイメージ】 

〔サブ拠点〕 

〔身近な生活圏〕 

〔都市中心拠点〕 

〔地域振興拠点〕 

バス停 

〔身近な生活圏〕 

〔身近な生活圏〕 

〔身近な生活圏〕 

鉄道網 

幹線道路 
路線バス網 

交通空 
白地域 

交通空 
白地域 多様な交通手段 

都市活動や日常生

活に必要な施設・サ

ービスの誘導 

無秩序な市街地の拡大を抑制と併せ

た豊かな自然環境と営農環境の保全 

幹線道路 

〔サブ拠点〕 

都市活動や日常生

活に必要な施設・サ

ービスの誘導 

基本構想・基本計画八王子ビジョン２０２２ 
 本市の目指すべき姿（上位計画） 
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都市交通の将来像 
交通要衝地の利便性を活かし、人を中心とした交通環境の充実と 

地域の活力を育む交通体系の実現 
～「くらし」、「活力」、「環境」のバランスがとれた交通を目指して～ 

道路交通 公共交通 自転車交通 歩行交通 

・都市交通の将来像では、「くらし」、
「活力」、「環境」のバランスを取
りつつ、ハードソフト両面から、人
の動きを円滑化する交通体系の
構築を明示 

・中央高速道路、圏央道、国道16
号（及び16号バイパスを「広域機

能連携軸」とし、東京都市圏にお
ける広域的な移動軸を形成 

・国道20号、北西部幹線、由木街
道等の道路網及びJR、京王、多

摩都市モノレールの鉄道網によ
り「都市間機能連携軸」を形成し、
都市間の移動を担保する 

・また、各拠点を結ぶ都市内機能
連携軸を網の目状に張り巡らせ、
拠点を中心とした移動の利便性
を向上する 

 八王子市交通マスタープラン（平成27年3月） 
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基本目標2 
暮らしやすいまちの実
現に向けた、地域間交
通ネットワークの形成  

基本目標3 
拠点の活力と魅力を
高める、快適で利便
性の高い交通結節点
の充実  

基本目標 施策方針 

基本目標１ 
交通の要衝地の強み
を活かし、地域全体の
活性化に資する広域
交通の強化  

●防災・物流・医療ネットワークに資する広域道路網の充実 

●地域間のアクセス性を高める地域間公共交通 

●中心市街地の歩きやすさとにぎわいの創出 

基本目標4 
災害に強く、安全に暮
らせる交通環境の創
出  

●生活道路の安全性・利便性の向上 

●鉄道軌道系交通網の機能強化 

●リニア中央新幹線・圏央道の整備効果を活かす取り組み強化 

●だれもが不便なく移動できるバス路線網の整備 

●市域の円滑な交通流動性の確保 

●自転車ネットワークの整備 

●拠点のターミナル機能の充実 

●交通バリアフリー環境の充実 

●更新時期を迎える道路・橋梁等の効率的な維持管理 

●交通安全対策の推進 

広
域
的
な
交
通
要
衝
地
の
利
便
性
を
活
か
し
、 

地
域
の
活
力
と
魅
力
を
育
む
交
通
体
系
の
実
現 

都市交通
の将来像 

全95事業  施策体系 
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自転車走行環境整備がすすめられ、利用者
にとって安全で安心な移動空間の確保を目
指します。 

様々な自転車利用施策（コミュニティ・サイク
ル等）を展開し、自動車から自転車へと転
換した環境にやさしいまちづくりを目指します。 

自転車安全利用五則が徹底され、自転車
が起因する事故が減少していく社会を目指し
ます。 

■自転車政策の基本的な考え方 

■今後の自転車政策の展開イメージ 

ルールに基づく自
転車の
安全利用

自転車走行
環境の整備

放置自転車対策
・

自転車駐車場
対策

一体となった自転車政策の実現を目指す

【課題】 
・市街地においては道路幅員が狭く、歩道や
自転車道の幅員が確保できない街路が多く、
より安全で快適な空間を確保することが求め
られている。 
・自転車に起因した事故も増加しているため、
新たな視点での安全対策が課題 

 自転車交通の目指すべき姿 
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・自転車の走行空間 
 （そもそも自転車は車道．．．、ネットワーク化） 
・放置自転車 
 （景観阻害、安全の支障、まちのにぎわい） 
・自転車駐車場（駐輪場） 
 （放置自転車の受け皿が必要、駅から遠いと使って 
  もらえない、駅周辺では用地確保が困難） 
・自転車マナー 
 （事故の増加、携帯、傘、イヤホン、自転車安全利用五則） 

  何が問題か？ 
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  自転車政策の基本的な考え方 

ルールに基づく自
転車の
安全利用

自転車走行
環境の整備

放置自転車対策
・

自転車駐車場
対策

一体となった自転車政策の実現を目指す
17 
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